
　
秋
田
内
陸
線
の
夏
休
み
・
子
ど
も
車
両
基

地
ま
つ
り
が
、
８
月
10
日
、
阿
仁
合
駅
車
両

基
地
内
で
開
か
れ
、
家
族
連
れ
が
内
陸
線
の

魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
秋
田
市
や
由
利
本
荘
市
な
ど

か
ら
訪
れ
た
５
家
族
17
人
が
、
鷹
巣
駅
や
角

館
駅
な
ど
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
内
陸
線
に
乗
車
し

参
加
。

　
は
じ
め
に
ラ
ッ
セ
ル
車
が
方
向
転
換
す
る

様
子
を
見
学
。
続
い
て
急
行
車
両
の
運
転
席

に
座
り
運
転
士
気
分
に
浸
っ
た
後
、
昇
降
機

に
乗
っ
て
列
車
の
屋
根
を
見
た
り
、
重
さ
約

30
ト
ン
の
車
両
を
手
で
押
し
た
り
、
線
路
点

検
用
の
軌
道
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
り
し
な
が
ら

鉄
道
の
裏
側
を
体
験
。
昼
食
は
専
用
列
車
内

で
特
製
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
内
陸
線
を

満
喫
し
ま
し
た
。

▲線路点検用の軌道バイクに乗って楽しむ
家族連れ

内陸線の魅力に触れる ●夏休み・子ども車両基地まつり

　
「
秋
田
の
お
米
と
発
酵
食
」
講
習
会
が
７

月
29
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
飲

食
業
者
な
ど
が
参
加
し
て
ご
飯
の
炊
き
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
、
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
に
向
け
、
秋
田
ら
し
さ
を
生

か
し
た
食
の
お
も
て
な
し
に
つ
な
げ
よ
う
と

秋
田
県
が
主
催
し
た
も
の
。

　
日
本
米
穀
小
売
商
業
組
合
連
合
会
が
公
認

す
る
五
ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
の
平
沢
敦
さ

ん
が
、
玄
米
の
選
び
方
や
精
米
方
法
、
お
い

し
い
炊
き
方
な
ど
を
紹
介
。
炊
飯
器
で
炊
い

た
ご
飯
を
食
べ
比
べ
な
が
ら
、
硬
さ
や
粘
り
、

歯
ご
た
え
、
う
ま
み
な
ど
を
確
か
め
ま
し
た
。

ま
た
、
発
酵
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
、
お
い
し
い
食
事
を
提
供

し
よ
う
と
真
剣
な
表
情
で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

▲秋田のお米の品種情報や炊飯のコツなど
を学んだ講習会

おいしいご飯でおもてなし ●「秋田のお米と発酵食」講習会

　
北
秋
田
鷹
巣
祇
園
太
鼓
１
０
０
人
打
ち
と

鷹
巣
盆
歌
太
鼓
の
競
演
が
８
月
14
日
、
鷹
巣

銀
座
通
商
店
街
で
開
か
れ
、
和
太
鼓
50
張
を

使
用
し
た
迫
力
あ
る
演
奏
で
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
勢
の
演
奏
で
市
民

に
そ
の
力
強
い
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
市
街

地
の
再
生
と
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
鷹
巣
銀
座
通
商
店
会
と

北
秋
田
鷹
巣
祇
園
太
鼓
振
興
会
が
主
催
し
た

も
の
で
、
今
回
が
２
回
目
で
す
。

　
日
が
沈
み
提
灯
に
灯
り
が
と
も
る
と
祇
園

太
鼓
１
０
０
人
打
ち
が
始
ま
り
、
和
太
鼓
の

音
が
街
中
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
盆
歌
太
鼓
に
合
わ
せ
盆
踊
り
も
行

わ
れ
、
太
鼓
の
演
奏
者
や
来
場
者
が
次
々
に

加
わ
り
、
踊
り
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。▲50張の和太鼓を打ち鳴らし、街中に太

鼓の音を響き渡らせました

ごう音を響かせアピール ●鷹巣祇園太鼓100人打ちと盆歌太鼓の競演

　
鷹
巣
大
館
道
路
の
栄
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式
が

７
月
25
日
、
ト
ン
ネ
ル
坑
内
で
行
わ
れ
、
関

係
者
約
60
人
が
出
席
し
、
貫
通
を
祝
う
と
と

も
に
道
路
の
早
期
開
通
を
願
い
ま
し
た
。

　
貫
通
式
で
は
、
は
じ
め
に
貫
通
突
破
が
行

わ
れ
、
貫
通
点
を
清
め
た
後
、
木
我
茂
能
代

河
川
国
道
事
務
所
長
や
津
谷
市
長
に
よ
る
通

り
初
め
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
樽
神
輿
の
入
場
と
と
も
に
鏡
開
き

が
行
わ
れ
、
出
席
し
た
関
係
者
が
乾
杯
し
、

今
後
の
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
鷹
巣
大
館
道
路
は
、
あ
き
た
北
空
港
Ｉ
Ｃ

（
仮
称
）
を
起
点
に
大
館
市
櫃
崎
ま
で
の
延

長
13
・
９
km
の
自
動
車
専
用
道
路
。
栄
ト
ン

ネ
ル
（
延
長
５
６
２
ｍ
）
の
貫
通
に
よ
り
、

全
線
開
通
に
向
け
て
工
事
に
弾
み
が
つ
く
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲「ワッショイ、ワッショイ」の威勢のい
い掛け声とともに樽神輿が入場

鷹巣大館道路の開通に弾み ●栄トンネル貫通式

　
北
秋
田
市
花
園
町
出
身
で
立
正
大
学
剣
道

部
の
和
田
圭
介
監
督
が
８
月
12
日
、
市
役
所

を
訪
れ
、
津
谷
市
長
へ
鷹
巣
体
育
館
で
の
夏

季
強
化
合
宿
の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
和
田
監
督
は
鷹
巣
中
、
鷹
巣
高
校
で
剣
道

部
に
所
属
し
立
正
大
学
に
進
学
。
卒
業
後
は
、

コ
ー
チ
時
代
も
含
め
20
年
近
く
同
校
を
指
導

し
て
い
ま
す
。
北
秋
田
市
で
の
合
宿
は
平
成

20
年
と
22
年
に
続
き
３
回
目
。
今
回
は
、
部

員
39
人
が
参
加
し
、
８
月
10
日
か
ら
15
日
ま

で
の
日
程
で
、
地
元
の
高
校
生
や
指
導
者
と

と
も
に
連
日
稽
古
に
励
み
ま
す
。

　
和
田
監
督
は
「
東
京
に
比
べ
涼
し
く
、
体

育
館
も
開
放
感
が
あ
り
良
い
稽
古
が
で
き
て

い
る
。
地
元
の
先
生
も
指
導
に
来
て
く
れ
、

ま
た
、
市
民
の
方
と
触
れ
合
う
こ
と
で
学
生

も
人
間
的
に
成
長
で
き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲津谷市長を表敬訪問した和田圭介監督
(写真中央）と内池亨平主将

立正大学剣道部が鷹巣体育館で合宿 ●和田監督が表敬訪問

　
第
56
回
北
秋
田
市
民
盆
踊
り
大
会
が
８
月

15
日
、
鷹
巣
銀
座
通
商
店
街
で
行
わ
れ
、
市

民
や
帰
省
客
が
参
加
し
、
行
く
夏
の
ひ
と
時

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
市
民
盆
踊
り
大
会
は
、
郷
土
芸
能
「
鷹
巣

盆
踊
り
」
が
前
身
で
、
慶
応
年
間
に
鷹
巣
村

の
商
人
ら
が
商
売
繁
盛
と
豊
作
を
祈
願
し
て

踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
団
体
ご
と
に
お
揃
い
の
は
ん

て
ん
や
浴
衣
を
着
た
り
、
端
縫
い
衣
裳
に
編

み
が
さ
を
身
に
ま
と
っ
た
り
、
仮
装
し
た
踊

り
手
た
ち
が
、
歌
や
太
鼓
、
三
味
線
の
お
囃

子
に
合
わ
せ
て
し
な
や
か
な
踊
り
を
披
露
し
、

詰
め
か
け
た
大
勢
の
見
物
客
か
ら
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
賞

品
が
当
た
る
、
恒
例
の
抽
選
会
も
行
わ
れ
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

▲やぐらを囲み、歌とお囃子に合わせて踊り
を披露

やぐら囲んでにぎやかに ●第56回北秋田市民盆踊り大会

ひ
つ
ざ
き
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